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V．緑の環境創造環境保全林形成のための植生学的提言

1．　縁の環境創造・環境保全林形成の意義

　新しいエネルギー基地や産業立地の建設や増設は，単に施設等の設置場所にとどまらず，その

周辺のさまざまな植生を始めとする自然環境に広域的で，しかも大規摸な改変を直接的，閾接的

に強要する。大規模な産業立地の建設は，現在までさまざまな人間活動の試行錯誤，経験を重ね

ることによって限られた規模で改変され，それなりに安定してきた自然，土地を，一挙に人工系

が優幽する環境へと移行させる事を意味している。生きものの一員である人間をはじめとする動

植物が健全で持続的に生きつづけ，繁栄を続けるためには，その土地の自然を十分に把握し，自

然の許容範囲内での人工系の優占する産業立地，エネルギー基地環境を形成することが：求められ

る。

　浜岡原子力発電所一帯は，古くから安定した緑の景観を有している地域であり，その豊かな景

観を持続的に確保しつづける使命が課せられている。とくに，浜岡原子力発電所周辺は，東西に

ながく延びた海岸線，砂丘そして後背湿地，旧砂丘と続く土地に，ハマグルマーコウボウムギ群

集，コウボウシバ群集など海岸砂丘植生，シオクグ群集，ガマー群落，クロマツ林など多彩な緑

が豊かに残されている。この自然にめぐまれた浜野地区における緑の環境創造は，デザインや美

観だけの追求による，従来の“緑化”だけでは不十分である。

　直接，間接の災害防止の機能も含めて，防音，遮音，空気の浄化，集じんなど環境保全：，環境

浄化そして健全な環境を創造し，保証する本格的な環境保全林は，その土地で数百年来住昂と共

存，共栄をし，あるいは接i然景観の主役であった郷土種によるふるさとの森がもっとも望ましい。

　浜岡原子力発電所は，海姥砂丘から内陸の粗砂丘上にかけて，大きく波うつ地形上に設けられ

るもっとも新しく，現代技術が集約されたエネルギー基地である。付近は古くから，海の強い風，

飛砂を防ぐためにクロマツ林，ウバメガシ林などの緑の環境を残し，創造することによって持続

的に人々の生活環境を維持してきた地域である。内陸側の隣接する地域では，桜ケ池にはスダジ

イ，タブノキ，ホルトノキなどの常緑広葉樹林一ふるさとの森が帯状に残されており，池を囲む

ように魔界環境保全林の具体的な実例がみられる。

　地域に住む人々，訪れる人々，働く人々の持続的な生存環境，生活環境を将来に向って健全に

しかも確実に保：証するためには，多様な効果が期待される線の環境づくりが必要である。それは，

その土地の許容する“郷土種によるふるさとの森”の形成によって始めて可能である。

2．　現存植生の利用

浜岡地区は，太平洋に面して東西にのびる海津砂丘を前線としている。海岸砂丘には，不連続
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または断片的ながらコウボウシバ，コウボウムギ，オニシバなどが生育している。さらに，その

後背地に小面積であるがハマゴウ群落にまとめられるハマゴウ緩生低木林も生育している。旧砂

丘上は，スイカなどの栽培される畑地もあるが，植栽されたり二次的に生育しているクロマツ林

が広がっている。

　これら浜綱地区に生育している森林植生，自然度の高い植生は，耕作畑地，住宅地における安

定した環境づくり，すなわち飛砂防！ヒ，防風林として積極的に維持されてきたものである。

　現存するさまざまな櫨生の多くは，長年の蓄積を経た結果として，直接，応接に環境を保全す

る多面的機能を果してきている。したがって，浜岡の緑の環境を考える第一段階として，現存植

生の積極的利用があげられる。森林植生から海岸砂丘上の草本植生まで自然度の高い植生は，も

っとも安定しており，緑の環境形成に，多様な効果が期待できる。さらに，自然植生でなくても，

スダジイの萌芽林，クロマツ林，ニセアカシア林など森林植生，高木林を中心に，時間の経過と

ともに自然度の高い植生へ遷移するように補植等を行なうことによっても多層構造の本格的環境

保全林となりうる。

3．　多層構造による相乗効果

　海摩最前線，海璋の後背湿地を除く大部分は，ウバメガシースダジイ群落，イノデータブノキ

群集，ヤマモモースダジイ群落などの森林植生が潜在自然穂生として成立する立地である。浜岡

地区の大部分は，高木層，低木層，草木屠の3～4層構造をなす多層群落が成立できる立地であ

り，スダジイ，トベラ，ウバメガシ，ヒメユズリハなど常緑広葉樹が構成種の大部分を占める植

生域である。したがって，冬も緑で，四季を通じ緑の環境の保全に効梨がある常緑広葉樹を中心

とした多層構造を形成する植生による緑の環境創造は，多様な効果と相乗的効果が得られる。

4．　密植による環境保全林の創造

　忍業立地，発電所サイトのように様々な人為的な干渉下に植杢1三が分化し，立地の植生維持力が

低下したようなところでは，できるだけ早期に森林画境の形成が必要である。すなわち，密植法

が環境保全林，郷土林形成の前提となる。密植法では，将来高木に生育する能力をもった常緑広

葉樹の本命の樹種（潜在自然植生の主要構成種）を中心に種子（ドングリ）から育成された細面，

ポット蕾を密植する。将来逆U字形の環境保到木が形成されたときに，森林の保護機能を果させ

るマント群落が生育する林縁部には，美化運動もかねて花木が帯状に密植されてもよい。

　垂直的にも，水平的にも密生した多磨群落の形成こそ，新しい時代に対応した本格的な発電所

サイト栂辺の生態学的な環境保全林形成といえる。
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5．　樹種の選定

　生きた構築材料一植生一を使っての環境創造は植物社会の時閾的，空間的な秩序に従わないか

ぎり成功しない。またそれぞれの種（類）は，どれほど管理しても，その種が内蔵している発展

のプほグラムにそって生育する以上の生長は期待できない。したがって，産業立地，原子力発電

所サイトなどへ積極的に多様な環境保全機能を営む“生きているフィルター；living　filter”を形

成するためには，樹種の選択がもっとも重要である。樹種の選択・選定には生態学的，植物社会

学的な十分な現地における研究成果を基礎としなければ成功しない。

　すなわち，生きている緑の復元一真の環境保全弓形成一にはその立地が許容する潜在自然

植生の構成種を，将来高木層を形成する樹種を中心にして密植するのが理想的である。

6．　苗　木　植　栽

　環境保全林形成に際して，植生学的理謙こ基づいた，幼苗を密植するという植栽手法を最も重

要視すべきである。

　植生学的な環境保全林の創造のような大規模な植栽には，将来高木に生育する幼蕾木（樹高

0．3～1．5m程度の2～3年生の苗木）の密植による植栽法が確実で数々の有利な点が見いだせる。

この菌木を使用する際にも，養生畑より直接移植するような細根，直根を切ったものではなく，

ポット栽培による苗木を使用する方が，移植が容易で，生育が着実で，もっとも効果的である。
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　　　　　　Fig．33林縁群落植生配分模式。

　AufrlB　des　Waides　und　seiner　Waldrand－Gese】1schaften．

1．　マント群落・ソデ群落　Mantel－un（I　Saumgesellsc1ユaft

2．森林群落Waldgesellschaft
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　ポット栽培による苗木とは，移植時に根の損傷をさけ，樹勢の劣るのを防ぐため，あらかじめ，

ビニール，プラスチック等の容器の中で苗木を種子から栽培して，容器内に根が充満している健

全な苗木を，容器をはずして，そのままの状態で植えこむ。したがって，植栽した時点から生育

を続けるので，移植時の生長阻害がなく，数々の利点をもつ。

ア．　植栽後の管理

　樹木の維持管理といえば，灌水，施肥，除草，病虫害防除，枝打ち，整形などが考えられる。

しかし，大面積の環境保全林を創造する場合，これらの作業を個々にわたり長年実施するには，

膨大な経費を必要とし，実際上不可能に近い。

　環境保全林の場合，これらの作業をできる限り短期間に切り上げて，将来管理費をかけなくて

も，健全なる森林として発達するようにあらかじめ造成時よりの配慮が必要である。表層土の保

全，郷土種の選定，多層構造，密植，ポット幼苗の植栽などはすべてこの管理作業の軽減につな

がっている。これらの点が確実に実行されれば，幼苗自身が生態系を形成して，人間の手による

保護，管理が全く必要でなくなる。しかし，樹木のほとんど又はまったくない所に新たに環境保

全林を創造しようとする場合，苗木を植えて後少なくとも，初期の2～3年聞，植えられた苗木

がその場所に定着し，着実に生育して多様な環境保全林の基礎を形成するまでの期間は，ある程

度の管理作業が必要である。
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摘 要

　1977～1979年に行なわれた御前崎地方！◎km圏の植生調査報告（宮脇・村上・鈴木1980）にひ

きつづき1984年から1985年にかけて御前綺地方30km圏の植物社会学的調査研究が行なわれた。

調査対象地域は静岡祭小笠郡浜岡町の新野川河口（中部電力浜岡原子力発電所）を中心とする半

径30kmの範照である。対象区域およびその周辺域において約250地点の植生調査資料が収集さ

れた。群落組成表による種組成の比較の結果，26群集，30群落，植林など5の計61植生単位が識

別された。本調査研究で明らかにされた植生単位およびその群落体系上の位置づけは以下の通り

である。

　1．　ヤブツバキクラス

　　　ヤブッバキオーダー

　　　　トベラ群団

　　　　　トベラーウバメガシ群集

　　　　イズセンリョウースダジイ群団

　　　　　ミミズバイースダジイ群集

　　　　　ヤマモモースダジイ群落

　　　　　イノデータブノキ群集

　　　　　ホソバカナワラビースダジイ群集

　　　　　ウバメガシースダジイ群落

　　　シキミーアカガシオーダー

　　　　アカガシーシラカシ群団

　　　　　ヤブコウジースダジイ群集

　2．　フナクラス

　　　コナラーミズナラオーダー

　　　　アカマツ群団

　　　　　モチツツジーアカマツ群集

　3．　クラス，オーダーは未決定

　　　　クサギーアカメガシワ群団

　　　　　ヌルデーアカメガシワ群落

　4．　クラスは未決定

　　　タニウツギーヤシャブシオーダー

　　　　タニウツギ群団

　　　　　ヤシヤブシーヤブウツギ群落

　5，　ノイバラクラス
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　　オーダーは未決定

　　　エビヅルーセンニンソウ群団

　　　　メダケ群集

　　　　クコ群落

　　　　クズ群落

　　　　センニンソウーボタンヅル群落

　　　　アオツヅラフジーエビヅル群落

6．　ハマボウフウクラス

　　ハ・マボウフウオーダー

　　　コウボウムギ群団

　　　　ハマグルマーコウボウムギ群集

　　　　ハマグルマーケカモノハシ群集

　　　　ハマグルマーオニシバ群集

　　　　ハマニガナービロードテンツキ群集

　　　　コウボウシバ群集

　　　　ギョウギシバ群落

　　　　イワダレソウ群落

7．　ススキクラス

　　ススキオーダー

　　　トダシバースススキ群団

　　　　ススキ群落

　　　　チガヤ群落

　　ハマアオスゲオーダー

　　　ボタンボウフウ群団

　　　　イソギクーハチジョウススキ群集

8．　ヨシクラス

　　ヨシオーダー一

　　　ヨシ群団

　　　　ヨシ群落

　　　　チゴザサーヨシ群落

　　　　シオクグ群集

　　　　マコモ群落

　　　　ガマ群落

　　　セリークサヨシ群団



　　　　ツルヨシ群集

　　大形スゲオーダ＿

　　　ホソバノヨツバムグラー大形スゲ群団

　　　　チゴザサーアゼスゲ群集

9．　ヒルムシロクラス

　　ヒルムシロオーダー

　　　ヒツジグサ群団

　　　　ヒシ群落

10．　ヨモギクラス

　　ヨモギオーダー

　　　カワラバハコーヨモギ群団

　　　　メドハギーヤハズソウ群落

　　　チカラシバーヨモギ群団

　　　　ヨメナーヨモギ群落

　　　　カキドウシーカラムシ群落

　　　ミズヒキードクダミ群団

　　　　ドクダミーヤブミョウが群集

　　　群団は乗決定

　　　　セイタカアワダチソウ群落

11．　オオバコクラス

　　＝ホ〕オバコオーダー

　　　ミチヤナギ群団

　　　　カゼクサーオオバコ群i集

　　　カモジグサーギシギシ群団

　　　　エゾノギシギシーギシギシ群落

　　　　ミゾカクシーオオジシバリ群；集

12．　シロザクラス

　　ツユクサオーーダー

　　　カヤツリグサーザクロソウ群団

　　　　コミカンソウーウリクサ群集

！3．　タウコギクラス

　　タウコギオーダー

　　　オオクサキビーアメリカセンダングサ群団

　　　　オオイヌタデーアメリカセンダングサ群落
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　　　　　ヤナギタデーイヌタデ群落

　　　　　ミゾソバ群；集

　14．　クラス，オーダーは未決定

　　　　アゼナ群団

　　　　　トキンソウーウリクサ群集

　　　　　アゼガヤツリーカワラスガナ群集

　15．　クラス，オーダーは未決定：

　　　　ホシクサ類一コイヌノハナヒゲ群団

　　　　　ムラサキミミカキグサーシロイヌノヒゲ群集

16。上級単位来決定の群落

　　　　　コマツヨイーチガや群落

　　　　　ツルナ群集

　　　　　ヤマアワ群落

　　　　　ジュズダマ群落

　　　　　オヒシバーアキメヒシバ群集

　　　　　メヒシバーアキメヒシバ群落

　　　　　ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落

　　　　　セイバンモロコシ群落

17．　植林その他

　　　　　クロマツ植林

　　　　　アカマツ植林

　　　　　スギ植林

　　　　　ヒノキ植林

　　　　　モウソウチク林

　認められた植生単位をもとに浜岡原子力発霞所構内およびその周辺1km圏の現存植生1還1（縮

尺1：10，000），さらに浜岡原子力発電所を中心とした30km圏の現存植生図（縮尺1：50，000）

が作成された。また浜岡原子力発電所構内およびその周辺1km関の潜在自然植生図（縮尺1：

10，000）が作成された。

　浜岡原子力発電所およびその周辺域は海雑に接した砂丘および旧砂丘地帯であり，砂丘地でハ

マボウフウクラスの砂丘草原，旧砂丘地でクロマツ植林，ミカン，茶などの植栽地が現存植生を

広く占めている。また浜岡原子力発電所を中心とする30km圏では全域にわたりスダジイを優占

種とする常緑萌芽二次林が広くみられる。また沿海部低地ではカラスビシャクーニシキソウ群集

にまとめられる耕作畑地雑草群落や，ウリカワーコナギ群集にまとめられる水田雑草群落が広く

占めている。台地，丘陵地は茶畑として広く利用されている。さらに内陸の低山地域はスギ，ヒ
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ノキ植林が優占的である。

　浜岡原子力発電所構内およびその周辺1km圏の潜在霞然植生は，砂丘地でハマボウフウクラ

スの砂丘草原が，臓砂丘地ではイノデータブノキ・群集ほかの常緑広葉樹林；ヤブツバキクラス林

が広く占めていた。

　植生と土壌との対応を考察する目的で植生調査地点9地点において土壌調査が行なわれた。土

壌調査地点は砂丘，旧砂丘地であったため多くの調査地点は砂質未熟土と判定された。

　以上の植生調査，植生図化，土壌断面と植生との対癒関係などの調査結果を基礎に緑の環境創

造，環境保全林形成のための植生学的提言が行われた。現存植生の保全・利用と共に，発電所建

設，増設などの大規模な人工施設の周辺には多層構造の環境保金林形成が望まれる。植生学的に

は潜在自然植生の主木を主に植栽する。大きな樹木を植えるより，大きく生育する樹種の幼苗を

密植する。植栽後2～3年図には，生態学的な秩序にしたがって，自然淘汰にまかせ，“管理し

ない管理”によって確実に育てることが提案されている。
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Zusammemfassu薫9

　　Von　1977　bis　1979　wurden　vegetatlonskundliche　Untersuchungen　in　elnem　Umkreis

von　10km　um　das　Atomkraf宅werk　Hamaoka　der　Firma　Ch妓bu　Elektrik　durchgefUhrt’Das

Atomkraftwerk　liegt　im　Gebiet　Omaezaki　an　der　M積ndung　des　Nlnogawa．　Diese　Untersu－

chHngen　wurden　1984／85　auf　einen　Rad沁s　von　30km　erwe三tert．　In　diesem　Bereich

wurden　etwa　250　Vegetationsaufnahmen　gemacht．

　　Die　Taballenarbeit　ergab　61　VegetatioRseinhe三ten，26　Assoziationen，30　Gesellschaften，5

Forstea　und　andereΣinheiten．　Daraus　lieB　sich　fUr　die　Umgebung　von　Hamaoka　folgendes

Gesellschaftssystem　errnitteln．

1．

2．

3．

4。

Camellietea　japomcae　MiyawakietOhba1963

Camellietalia　laponicae　MiyawakietOhba1963

　　Maeso　japonicae－Castanopsion　sieboldii　KF癖wara1981

　　　Symploco　91aucae－Castaaopsietum　sieboldii　Miyawald　et　a1．

　　　　1971

　　　　ム〈疋yノ・ガ。αηめ7層α一Cα∫’απ砂3ガ5α‘功が磁如var．5露60Z漉ゴーGesellschaft

　　　　Polysticho－Perseetum　thu漁bergii　Suz．一Tok．1952

　　　　Arachniodo－Castanopsietum　sieboldilMiyawakieta1．1971

　　　　Qz躍2’α護5ノ）ん瑚y7櫓α60ゴ48∫一Cα3孟αノzρ1）5256z碑）濯αオαvar．526わoZ読∫一Gesellschaft

　　王）三ttosPorion　tobira　NakanishietSuzuki1974

　　　　P圭ttosporo－Quercetum　phillyraeoidis　Suz．一Tok．etHatiya195！

nlicio－Quercetalia　acutae　Kl．Fujiwara19．8！

　　Quercion　ac疑to－myrsinaefohae　K．Fu5圭wara1981

　　　　Ardisio－Castanopsietum　sieboldii　Suz．一Tok．1952

Fagetea　crenatae　Miyawald，Ohbae£Murase1964

Q疑ercetalia　serrato－grosseserratae　Miyawak呈eta1．1971

　　piRion　（玉e歎siflorae　Su呂．一Tok．1966

　　　　Rhododendro　macrosepali－Pinetum　densiflorae　Suz．一Tok．！966

Klasse　u雛d　Verband　noch　nicht　bestimmt

　　Clerodendro－Mallotio1隻japonic訊e　Ohba1971
　　　　R舷∫ブα辮πピ‘α一M認Zo’z‘5メζ4）oノ～ゴα‘5－Gesellschaft

Klasse　noch　nicht　bestimmt

Weigelo－Alnetalia　firmae　OhbaetSugawara1976

　　Weigelion　hortensis　HorlkawaetSasaki1959



5．

6．

’7．

8．
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　　　AZ2zz‘5．βη7zα一1鞠∫94αプZo7一必z〃z4α一Gesellschaft

Rosetea　multiflorae　Ohba，MiyawakietTx．1973

0rdnung　noch聡lcht　bestimmt

　　Vi宅i　ficifoliae－Clematidion　terniflorae　Murakaml　ia　Miyawaki

　　1983

　　　Pleioblastetum　simonii　Minamikawa1970

　　　々y6ガz〃πア・んωπ6〃b屍π”3－Geseilschaft

　　　Pε‘8ノ卿〃’ゴαZo6α砒一Gesellschaft

　　　α6伽’∫5’6プπ・貌01一π一α6”z擁∫ψの〃σ一Gesellschaf£

　　　Co6α‘♂z∫50プ∂∫α冨α彦z65－V痂5方6ガb麗αvar．♂06α‘α一Gesellschaf七

Glehnietea　littorahs　Ohba，MiyawakietTx．1973

Glehnie宅alia　littoralis　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　Caricion　kobomugi　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　Wedello－Caricetum　kobomugi　Ohba，Miyawakie汀x。1973

　　　Wede1三〇一lschaemetum　a飢hephoroldis　Ohba，　Mlyawaki　et　Tx．

　　　1973

　　　Wedelio　prostratae－Zoysietum　macrostachyae　Ohba，Miyawaki

　　　et　Tx，1973

　　　1xerido－Flmbristyhdetum　sericeae　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　Caricetum　pum呈1ae　Sh呈mlzuetNagata1980

　　　qyπ040π4αo唆yZo7z－Gesellschaft

　　　ゐ吻ゴα7z・4沸・ノ・α一Gesellschaft

Miscanthetea　sinensis　MiyawakietOhba！970

Miscanむhetalia　sinensis　MiyawakietOhba1970

　　Arundlnario－MiscantlユiQn　slnensisSuz．一Tok．etAbeex．　Sugalmma

　　1970

　　　ルε56α漉勧∫∫ゴ2zo5∫5－Gesellschaft

　　　乃砂6ノ層α’α（ヅfπ痂∫6αvar．ゐ06／z乞gfゴーGesellschaft

Caricetalia　fibrlllosae　H．Nakanishi1980

　Peuceda鷺三〇n　japonici　Ohba1970

　　　Chrysanthemo　paclfic三・Miscanthetum　coHdensati　Ohba1970

Phragm量亀e£ea　Tx，e£Prsg．1942

Phragm圭tetahaTx。etPrsg．1942

PhragmitionW．Koch1926
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9．

10．

1！．

　　　蹄1”αgフノz琵85鶴5〃冨ゴ5－Gesellschaft

　　　ムα‘んπ8gZoゐ05α一P加αgフπ漉∫αz‘5〃・α薦一Gesellschaft

　　　Caricetum　scabrifoliae　MiyawakietOhba！969

　　　Z∫辮7z∫αZ磁〃bあα一Gesellschaft

　　　Tyψ加Zα’〃bZ♂α一Gesellschaft

　Oe獄antho　javanicae－Phalarid呈。登arundinaceae　Miyawaki　et

　Okuda　1972

　　　Phragmitetum　japonicae　Minamikawa！963

Magnocarice亀alia　Pign．1953

　Galio　brevipedunculati－Magnocarlcion　Miyawak三etFujiwara！970

　　　1sachno－Caricetum℃hnbergii　MiyawakletOkuda1972

Potamogetonetea　Tx．etPrsg．1942

Potamogetonetalia　W．Koch1926

　Nymphaeion　Oberd．1957

　　　1乃・砂αブ妙。／zぎ6α一Gese玉lschaft

Artemisie£ea　principis　Miyawal（ietOkuda1972

Artemisietalia　principis　M三yawakletOkuda1972

　A！｝aphalido－Ar£emision　principis　MiyawakietOkuda1972
　　　．乙8解）6一驚αα魏8α如一Kz6アノzフπ82℃汐ぎα∫孟ノゴα’【τ一Gesellschaf宅

　Penniseto－Artemision　principis　Okuda1978
　　　Kα♂勿z8ノ層∫5ごyo”zθπα一Aザォθη3競αノ）ノ・∫ノz6〔ψ5－Gese1玉schaft

　　　α8伽7π融読プα㈱var．9プαノ読∫一B・8伽67一ゴα吻・72・アz勿θα一Gesellschaft

　　Polygono　filiformis－Houttuynion　cordatae　Ohba，　Sugawara　et

　　O｝1no　1978

　　　Hout乞uynio－Pollietum　laponicae　Muraka面lnMiyawakl！984

　　Verband籍och　nicht　bestim賦

　　　30Zゼ4α90α痂∬勿3α一Gesellschaft

Plantaginetea　majoris　Tx．etPrsg．1950

Plantaginetalia　asiaticae　Miyawak圭1964

　　polygo簸ion　avlcularis　Mlyawaki1964

　　　Eragros宅io　ferruginei－Plantaginetum　atiaticae　Tx．1977

　　Agropyro　kamoli－RuInlcion　laponici　MiyawakietOkuda1972

　　　R鰍ε5じ。伽s蜘伽∫一Rz己？π侃ゴζψ・7zゼα‘5－Gesellschaf毛

　　　Lobeho－Ixeridetumjaponicae　MlyawakletOkuda1972
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12．　Chenopo（lietea　Br．一Bl．1951

　　　　　Commelhletalia　communis　Miyawaki1969

　　　　　　Cypero－Molluginio且strictaeMiyawaki！969

　　　　　　　　Phyllantho　urhlariae－Lindemietum　crustaceaeMiyawaki1969

！3．　Bidentetea　tripartitae　Tx．etI）rsg．1950

　　　　　Bidentetalia　tripartitae　Br．．B1．etTx．1950

　　　　　　Panico－Bidention　frondosae　MiyawakietOkuda1972

　　　　　　　　P∂灸ygoノ躍フπ7zo40∫z‘ノノτ一B∫4θπ∫ノ｝・07z40∫α一Gesellschaft

　　　　　　　　Pb4ソ807zz‘7／z乃にy諭一妙ガ！）8ノ㌔Eo痂7zoc♂oαα一z‘5－9α♂」ガーGese11schaft

　　　　　　　　Polygon．etum　thunberg玉i　LohmeyeretMiyawaki1962

14：．　Klasse　und　Ordnung　noc1ユnicht　bestimmt

　　　　Lindern量on　procumbentis　MiyawakietOkuda！972

　　　　　　　　Cellt三pedo－Vandellietum　crustaceaeOkし1da1978

　　　　　　　　Cyperetum　globoso－sallgu三nolentis　Okuda1978

ユ5．　Klasse　und　Ordnung　noc1ユnicht　bestimmt

　　　　　　£riocaulo－Rhynchosporion　fuliianae　K．Fuji．wara！979

　　　　　　　　Utricularioyakusi1ロellsis－Eriocauletum　sikokiani　Kl．Fuji－

　　　　　　　　wara　1979

16．　H6here　Einheitell　uoch　Ilicht　bestimmt

　　　　　　　　O6／zo漉ε2．・α♂α6∫ノ～∫‘‘‘α・乃ノ4）6ノ・α彦α（ヅfノ～4ノー∫cαvar．ん08／z忽’∫一Gesellschaft

　　　　　　　　Tetragonietum　tetr段gonoides　OhbaetSugawara1979

　　　　　　　　Cα♂αノπα8γ05彦∫5ゆか8・θ∫05－Gesellschaft

　　　　　　　　Co謡♂ααツ〃3αグ。ゐゴーGesellschaft

　　　　　　　　Eleusino　indicae－Digitarietum　violascentis（）kuda1978

　　　　　　　　D∫9露αノゴαα45‘βノ～48／z3－Z）口封α1・∫α沈oZα5c8／z∫一Gesellschaft

　　　　　　　　五》．・護9日目ー。πcαノzα40ノ～5∫5－E1一恕ぞノ・oノ．～5z．‘ηzα々一87z∫∫∫一Geseilschaft

　　　　　　　　502二9痂〃7．3んαZ｛ψ8／z3β・GesellSchaft

17．　Forsten，　Geh61zpflanzungell　u．　a．

　　　　　　　　P∫ノzz‘5彦んz67zろ87「9ゼガーForst

　　　　　　　　湾ノzz‘∫48フ．～5碗α一α一Forst

　　　　　　　　αつψ励Z6プゴαメ‘ψ07．Zゴ6α一Forst

　　　　　　　　Cんα刀Zα㏄：脚7－f5・う彦Z・5αF・rst

　　　　　　　　搬ツZZ・勲吻5厩61一・（ツご♂αf．μめ85ご。／z5－Bestand

Das　Hamaoka－Kraftwerk　ist　an　der　K茸ste　auf　D伽en　verschie（leuen　Alters　gebaut．
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AufdiesenDUnen　findet　man　Wiesengesellschaften　der　Glehnietea　littoralis．

Auf　de鍛alten　I）Unen　finden　wir　heute　1ゼ7zz‘5ぬ‘πゐ81－gゴかForsten，　Obstg農rten（vor　allem

Mandarinen）und　Tee－Garten　mit　7偽θα5カz82諮．　Im　30km　Umkreis　um　das　Kraftwerk　be－

finden　sich　vorwiegend　immergUne，　s圭ch　verlUngende　Sekundarwalder，　in　denen　Cα∫‘α7z（ψ5ゴ∫

α⑫ガ磁砲var．5ぎθろoZ読ゴdominiert．　Die　potentielle　natUrliche　Vegetation　im　Umkreis　voR

lkmumdas　Kraftwerk　auf　den　KUstend銭nen　sind　D甑enwiesen，　die　den　Glehnie－

tea　litt◎ralis　angeh6ren，　wie　z．　B．　Wedelio－Carice撫m　kobomugi，

Wedelio－lschaemetum　anthephoroides．　Furdie　alten　D伽en　kommt　als

potenliellenat積rlicheVegetationdas　Polysticho－Perseetumthullbergii　sowie

andere　1mmergr且ne　Laubwalder　in　Frage．

　　Bodenprofile　wurden　in　dem　DUnen　angelegt　und　genユeinsam　mit　den　Vegetatio1｝sprofi－

len　untersucht。　Bodenprofile　a篇9Stellen　zeigten　me1st　sandige，　unreife　B6den．

　　Mit　Hilfe　der　ausgeschiedenen　Vegetationseinheiten　wurde　die　reale　Vegetation　im　Umkreis

von　einem　Kilometer　um　das　Kraftwerk　im　MaBstab　1：10，000　kart1ert．　Im　gleichen　Ma8－

stab　wurde　die　reale　Vegetation　in　der　Umgebung　des．　Kraftwerks　b1s　zu　30km　Entfernung

l（artiert．　Au6erdem　wurde　die　Karte　der　potentiellen　na臓rlichen　Vegetation　f温r　das

Gel装nde　des　Kraftwerkes　fur　etwa　l　km　Umkrels　angefertigt．

　　Auf　Grund　von　vegetationskundlichen　Untersuchungell　und　Kartierungen　der　realen　wie

potentiellen照t廿rlicheなVegetation　konnte　ein　Vorschlag　unterbreitet　werden．　Es　handelt

sich　dabei　um　die　Schaffung　von　standortsgem註馨en　Waldem，　gleichzeitig　um　Umweltschutz－

walder　im　heutigell　Sinne　und　zwar　f毛ir　die　Umgebung　sowie　auch　f菰r　das　GrundstUck

des　Kraftwerks　selbst．　Schon　seit　1974　werden溢hnliche　Vorschl註ge　fUr　verschiedene　Eiscn

hUtヒen，　Fabriken　sowie　f資r　Institute　e茸twickelt（Miyawaki　1974，1982）．
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